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衆
議
院
議
員
松
原
仁
君
提
出
法
務
大
臣
に
よ
る
欧
州
の
社
会
統
合
失
敗
発
言
に
関
す
る
質
問
に
対
す
る
答
弁
書 

一
に
つ
い
て 

 
 

お
尋
ね
の
「
我
が
国
に
滞
在
す
る
外
国
人
」
の
具
体
的
に
指
し
示
す
範
囲
が
必
ず
し
も
明
ら
か
で
は
な
い
が
、
例
え
ば
、

国
立
社
会
保
障
・
人
口
問
題
研
究
所
が
令
和
五
年
四
月
に
公
表
し
た
「
日
本
の
将
来
推
計
人
口
（
令
和
五
年
推
計
）
」
に
よ

る
と
、
「
出
生
中
位
（
死
亡
中
位
）
推
計
」
と
し
て
、
令
和
十
二
年
、
令
和
十
七
年
及
び
令
和
二
十
七
年
に
お
け
る
「
総
人

口
」
に
占
め
る
「
外
国
人
人
口
」
（
「
総
人
口
」
か
ら
「
日
本
人
人
口
」
を
差
し
引
い
た
数
を
い
う
。
）
の
割
合
の
推
計
値

は
、
そ
れ
ぞ
れ
三
・
五
パ
ー
セ
ン
ト
、
四
・
三
パ
ー
セ
ン
ト
及
び
六
・
一
パ
ー
セ
ン
ト
で
あ
る
。
そ
の
上
で
、
令
和
七
年
八

月
二
十
九
日
に
出
入
国
在
留
管
理
庁
に
設
置
し
た
「
外
国
人
の
受
入
れ
の
基
本
的
な
在
り
方
の
検
討
の
た
め
の
Ｐ
Ｔ
」
に
お

い
て
、
同
年
十
一
月
四
日
の
関
係
閣
僚
会
議
に
お
け
る
内
閣
総
理
大
臣
指
示
（
外
国
人
と
の
秩
序
あ
る
共
生
社
会
の
実
現
に

つ
い
て
）
（
以
下
「
内
閣
総
理
大
臣
指
示
」
と
い
う
。
）
に
基
づ
き
、
外
国
人
の
受
入
れ
の
基
本
的
な
在
り
方
に
関
す
る
基

礎
的
な
調
査
及
び
検
討
を
可
能
な
限
り
進
め
る
な
ど
し
て
い
る
と
こ
ろ
で
あ
る
。 

二
に
つ
い
て 

 
 

お
尋
ね
の
「
社
会
統
合
」
と
い
う
言
葉
は
様
々
な
文
脈
で
用
い
ら
れ
る
も
の
で
あ
り
、
「
社
会
統
合
に
失
敗
す
る
こ
と
」



 

２ 

 

の
具
体
的
に
意
味
す
る
と
こ
ろ
が
必
ず
し
も
明
ら
か
で
は
な
い
が
、
外
国
人
と
の
秩
序
あ
る
共
生
社
会
の
実
現
に
つ
い
て
は
、

令
和
七
年
十
一
月
六
日
の
参
議
院
本
会
議
に
お
い
て
、
高
市
内
閣
総
理
大
臣
が
、
「
ル
ー
ル
を
守
っ
て
暮
ら
し
て
お
ら
れ
る

外
国
人
の
方
々
が
我
が
国
に
住
み
づ
ら
く
な
っ
て
し
ま
う
よ
う
な
こ
と
は
あ
っ
て
は
い
け
な
い
と
考
え
ま
す
。
排
外
主
義
と

は
一
線
を
画
し
つ
つ
、
一
部
の
外
国
人
に
よ
る
違
法
行
為
や
ル
ー
ル
か
ら
の
逸
脱
に
対
し
政
府
と
し
て
毅
然
と
対
応
し
、
国

民
の
皆
様
の
不
安
や
不
公
平
感
を
解
消
す
る
こ
と
は
、
外
国
人
と
の
秩
序
あ
る
共
生
社
会
の
実
現
に
必
要
な
も
の
と
考
え
て

お
り
ま
す
。
」
と
答
弁
し
た
と
お
り
で
あ
る
。 

三
に
つ
い
て 

 
 

お
尋
ね
の
「
社
会
統
合
」
と
い
う
言
葉
は
様
々
な
文
脈
で
用
い
ら
れ
る
も
の
で
あ
り
、
「
社
会
統
合
を
成
功
さ
せ
る
施
策
」

の
具
体
的
に
意
味
す
る
と
こ
ろ
が
必
ず
し
も
明
ら
か
で
は
な
い
が
、
令
和
七
年
八
月
二
十
九
日
に
出
入
国
在
留
管
理
庁
に
設

置
し
た
「
外
国
人
の
受
入
れ
の
基
本
的
な
在
り
方
の
検
討
の
た
め
の
Ｐ
Ｔ
」
に
お
い
て
、
内
閣
総
理
大
臣
指
示
に
基
づ
き
、

外
国
人
の
受
入
れ
の
基
本
的
な
在
り
方
に
関
す
る
基
礎
的
な
調
査
及
び
検
討
を
可
能
な
限
り
進
め
る
な
ど
し
て
い
る
と
こ
ろ

で
あ
る
。 

四
の
１
に
つ
い
て 



 

３ 

 

 
 

御
指
摘
の
鈴
木
法
務
大
臣
（
当
時
）
の
発
言
は
、
御
指
摘
の
報
道
に
お
け
る
「
「
少
子
高
齢
化
、
人
口
減
少
の
中
で
、
活

力
あ
る
強
い
日
本
を
実
現
す
る
た
め
に
は
、
自
由
で
開
か
れ
た
日
本
、
外
国
人
と
の
秩
序
あ
る
共
生
社
会
が
不
可
欠
だ
」
と

外
国
人
受
け
入
れ
の
必
要
性
を
指
摘
。
同
時
に
「
そ
れ
に
は
国
民
の
理
解
と
支
持
が
欠
か
せ
ず
、
国
民
が
安
全
・
安
心
や
公

平
感
を
持
て
る
状
況
を
作
っ
て
い
く
こ
と
が
絶
対
的
な
条
件
だ
」
と
述
べ
た
。
」
と
さ
れ
て
い
る
記
載
に
係
る
も
の
と
思
わ

れ
る
が
、
外
国
人
と
の
秩
序
あ
る
共
生
社
会
の
実
現
に
係
る
政
府
の
認
識
に
つ
い
て
は
、
二
に
つ
い
て
で
述
べ
た
と
お
り
で

あ
る
。 

四
の
２
に
つ
い
て 

 
 

御
指
摘
の
鈴
木
法
務
大
臣
（
当
時
）
の
発
言
は
、
四
の
１
に
つ
い
て
で
述
べ
た
と
お
り
、
外
国
人
と
の
秩
序
あ
る
共
生
社

会
の
実
現
に
つ
い
て
述
べ
た
も
の
で
あ
り
、
特
定
の
制
度
を
前
提
と
し
た
も
の
で
は
な
い
と
承
知
し
て
い
る
。
そ
の
上
で
、

特
定
技
能
制
度
（
出
入
国
管
理
及
び
難
民
認
定
法
（
昭
和
二
十
六
年
政
令
第
三
百
十
九
号
）
に
基
づ
く
特
定
技
能
制
度
を
い

う
。
）
に
お
い
て
は
、
生
産
性
の
向
上
や
国
内
人
材
の
確
保
の
た
め
の
取
組
を
行
っ
て
も
な
お
人
材
を
確
保
す
る
こ
と
が
困

難
な
状
況
に
あ
る
産
業
上
の
分
野
に
限
り
、
日
本
人
の
雇
用
機
会
の
喪
失
及
び
処
遇
の
低
下
を
防
ぐ
等
の
観
点
か
ら
の
適
切

な
受
入
れ
見
込
数
を
設
定
す
る
こ
と
と
し
て
い
る
。 


